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・PC-5K ダイバー火口  

・PC-7K ダイバー火口  
・取扱説明書をよく読み理解してから操作してください。 

・  本取扱説明書に従わない不適切な操作や整備は、重大な人身事故につながる危険性

があります。 

・ 本取扱説明書は、常に製品のそばに置いていつでも読めるようにしてください。 
 
 

注意 
・  指定の燃料ガス以外使用しないでください。 

・ 専用吹管をご使用下さい。また、指定の用途（ガス切断）以外には使用しないでくだ

さい。 

・  関連機器の取扱説明書を良く読んでから、ご使用ください。 

・  逆火が発生した場合には、ただちに吹管バルブを閉じて作業を中止してください。そのまま

放置しますと、火口・吹管が溶損し、火傷する危険があります。また、作業を中止した後充分

に冷却し、逆火の原因となったものを取り除いてください。再使用の際には、火口・吹管の清

掃、各接続部のガス漏れチェックをした後ご使用ください。 

・ 火口の清掃には硬い掃除針を使って火口孔を傷つけたり、変形させないでください。逆火の

原因となります。また、火口掃除の際には酸素を流さないでください。酸素が噴出していると

発火し火傷を負う可能性があります。 

・ 使用中または使用直後は、火口は高温となっていますので、触れないでください。火傷する危

険性があります。 
 
 
【火口取付け方法】 

① 火口と器頭の当たり面に傷、異物、油がないことを確認
してください。 

② 火口止めナット付きタイプ以外は、火口に火口止めナ
ット（吹管部品）をはめてください。 

③ 吹管の器頭に火口止めナットを手で奥に当たるまでね
じ込んでください。 

④ 火口止めナットの六角部をスパナで締め付けてくださ
い。なお、火口止めナットを締め付ける際は、吹管器頭
部の六角部、または、スパナ掛け用二面取り部に相スパ
ナを必ず掛けてください。

 

 

コータキ精機株式会社 
 

 

 

 

 

 

ガス切断火口取扱説明書  



DTN100091-00 

 

火口条件表 

 

PC-5K ダイバー火口（LPG 用） 

火口№ 

(#) 

切断板厚 

[mm] 

切断速度 

[mm/min] 

ガス圧力 [MPa] ガス消費量 [L/h(nor)] 

酸素 LPG 切断酸素 予熱酸素 LPG 

1 9～16 640～540 0.5 0.020 2,400 1,120 300 

2 16～32 540～470 0.5 0.025 3,600 1,300 350 

3 32～40 470～420 0.5 0.025 4,800 1,300 350 

4 40～50 420～350 0.5 0.030 5,600 1,850 500 

5 50～100 350～250 0.5 0.030 8,800 1,850 500 

6 100～150 250～175 0.5 0.030 13,500 3,000 800 

 

 

PC-7K ダイバー火口（LPG 用） 

火口№ 

(#) 

切断板厚 

[mm] 

切断速度 

[mm/min] 

ガス圧力 [MPa] ガス消費量 [L/h(nor)] 

酸素 LPG 切断酸素 予熱酸素 LPG 

1 9～16 700～600 0.7 0.020 2,500 1,120 300 

2 16～32 600～500 0.7 0.025 3,800 1,300 350 

3 32～40 500～450 0.7 0.025 5,400 1,300 350 

4 40～50 450～400 0.7 0.030 7,300 1,850 500 

5 50～100 400～250 0.7 0.030 10,000 1,850 500 

6 100～150 250～180 0.7 0.030 14,000 3,000 800 

 


